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盤工学会，13-5-3-03，2023-7． 
 
79) 福島一馬・Shakya Sudip・稲積真哉・照井太一・諸冨鉄之助・三浦俊彦・本橋俊之・笹原茂生：

薬液のレオロジーを考慮した薬液注入工法の性能評価手法，第 58回地盤工学研究発表会発表

論文集，地盤工学会，13-12-2-02，2023-7． 
 
80) 加藤遥馬・中尾晃揮・稲積真哉・山内裕元・江口信也・橋本亮・相澤英輔・岡林昌宏：掘削孔

処理における流動化処理土のレオロジー評価，第 58回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤

工学会，13-12-2-03，2023-7． 
 
81) 高砂宏太朗・中尾晃揮・稲積真哉・明石博嗣：地盤情報の AI処理に基づく地盤災害リスクの

予測分析，第 58回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，DS-6-07，2023-7． 
 
82) Cong Yuxin・中尾晃揮・明石博嗣・稲積真哉：地盤データの空間分布予測に関するバギングに

よる機械学習モデルの構築，第 58回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，DS-8-12，
2023-7． 

 
83) 諸冨鉄之助・三浦俊彦・照井太一・稲積真哉・本橋俊之・笹原茂生：薬液注入改良砂からの

硫酸イオン溶出に及ぼす各要因の影響評価，第 77回年次学術講演会概要集，土木学会，第 III
部門，III-107，2022-9． 

 
84) 中尾晃揮・上原知己・山内裕元・稲積真哉：既存杭撤去に伴う引抜孔内における増粘剤を混

和した流動化処理土のブリーディング挙動，第 77回年次学術講演会概要集，土木学会，第 III



部門，III-313，2022-9． 
 
85) Nguyen Hong-Son・山田 実・足立有史・高植俊彰・小林雅人・高田守康・稲積真哉：深層混

合処理工法のリアルタイム先端位置計測システムの適用事例，第 77 回年次学術講演会概要

集，土木学会，第 VI 部門，VI-615，2022-9． 
 
86) 浅野博哉・椎名基貴・中尾晃揮・野﨑鉄也・早尾清司・土屋弘子・小泉陸人・稲積真哉：建設

発生土の再生処理における中和剤添加量の理論的検討，第 77回年次学術講演会概要集，土木

学会，第 VII 部門，VII-94，2022-9． 
 
87) Shi Jiahao・中尾晃揮・桑原秀一・稲積真哉：既存杭の撤去に伴う地盤掘削孔の存在が周辺地

盤に及ぼす影響評価，第 57回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，20-6-4-07，2022-
7． 

 
88) Cong Yuxin・中尾晃揮・明石博嗣・岡崎尚史・稲積真哉：アンサンブル学習法を用いた機械学

習による地盤調査結果の予測，第 57回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，21-2-2-
06，2022-7． 

 
89) 中尾晃揮・稲積真哉・飯田哲夫・菊地 稔：天然土砂埋戻し工法による杭抜き跡の埋戻し処

理，第 57回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，21-6-4-06，2022-7． 
 
90) 上原知己・中尾晃揮・桑原秀一・稲積真哉：充填材のレオロジー特性に着目した地盤掘削孔

内への充填性評価，第 57回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，21-6-4-07，2022-7． 
 
91) 本橋俊之・稲積真哉・諸富鉄之助・三浦俊彦・照井太一・笹原茂生：注入改良体の一軸圧縮

強さに与える負圧と体積収縮の影響について，第 57回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤

工学会，22-3-1-07，2022-7． 
 
92) 相澤英輔・橋本 亮・岡林昌宏・本谷洋二・関 昌則・吉本敦哉・桑原秀一・稲積真哉：杭引

抜き孔の埋戻し材として界面活性剤型液体増粘剤を混和したアースシリカの可能性，第 57回
地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，22-3-2-04，2022-7． 

 
93) Shakya Sudip・橋本 亮・桑原秀一・稲積真哉：Modeling with bingham fluid for characterizing soil 

unconfined compression strengths，第 57回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，22-4-
2-01，2022-7． 

 
94) 椎名基貴・中尾晃揮・稲積真哉・池上浩樹・藤原斉郁・松井秀岳：塑性流動状態の土砂挙動

に関する数値シミュレーション，第 57回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，22-5-
1-01，2022-7． 

 
95) 福島一馬・中尾晃揮・稲積真哉・諸冨鉄之助・照井太一・三浦俊彦・本橋俊之・笹原茂生：地

盤の不確実性を考慮した薬液の浸透リスク評価，第 57回地盤工学研究発表会発表論文集，地

盤工学会，22-8-1-02，2022-7． 
 
96) Chio Chifong・中尾晃揮・稲積真哉・諸冨鉄之助・照井太一・三浦俊彦・本橋俊之・笹原茂生・

小林英樹：薬液注入地盤に対する長期耐久性の時系列予測，第 57回地盤工学研究発表会発表

論文集，地盤工学会，22-8-2-05，2022-7． 
 



97) 上原知己・齊田和哉・中尾晃揮・稲積真哉：粒子法 CAE 解析による削孔泥水で満たされた既

存杭引抜孔における埋戻し材の充填性に関する検討，第 18回地盤工学会関東支部発表会要旨

集，地盤工学会関東支部，構造 2-4，2021-10． 
 

98) Chio Chifong・稲積真哉：超微粒子系グラウト材の長期養生による地盤の強度変化に関する研

究，第 18回地盤工学会関東支部発表会要旨集，地盤工学会関東支部，材料 3-2，2021-10． 
 

99) 福島一馬・中尾晃揮・稲積真哉：浸透流解析による水ガラス系薬液注入剤の諸物性が地盤内

浸透挙動に与える影響評価，第 18回地盤工学会関東支部発表会要旨集，地盤工学会関東支部，

構造 3-5，2021-10． 
 

100) Shi Jiahao・稲積真哉：掘削孔とその周辺地盤の相互作用に関する解析的検討，第 18回地盤工

学会関東支部発表会要旨集，地盤工学会関東支部，構造 4-2，2021-10． 
 

101) Shakya Sudip・稲積真哉：Characterization and quality evaluation of high-pressure injection stirring 
method for ground improvement by MPS-CAE，第 18回地盤工学会関東支部発表会要旨集，地盤

工学会関東支部，構造 5-6，2021-10． 
 

102) 浅野博哉・中尾晃揮・稲積真哉：MPS-DEM連成 CAE 解析による掘削安定液内における砂粒

子の沈降挙動の可視化，第 18回地盤工学会関東支部発表会要旨集，地盤工学会関東支部，構

造 6-6，2021-10． 
 

103) 椎名基貴・中尾晃揮・浅野博哉・稲積真哉：シールド掘削における切羽面および周辺地盤で

発生する土圧分布の可視化に関する研究，第 18回地盤工学会関東支部発表会要旨集，地盤工

学会関東支部，構造 7-7，2021-10． 
 
104) Chio Chifong・稲積真哉・小林英樹・：超微粒子系グラウト材によるサンドゲルの三軸圧縮試

験・超音波伝播速度測定，材料シンポジウム「若手学生研究発表会」論文集，日本材料学会，

RM7-01，2021-10． 
 

105) 福島一馬・稲積真哉・諸冨鉄之助・照井太一・三浦俊彦・本橋俊之・笹原茂生・宮谷佳雄：透

水試験および浸透流解析による薬液注入剤の地盤内浸透挙動の評価，第 76回年次学術講演会

概要集，土木学会，第 III 部門，III-80，2021-9． 
 

106) 上原知己・稲積真哉・齊田和哉・矢部憲一郎：粒子法 CAE 解析による埋戻し材の泥水場充填

性に関する可視的・可測的評価，第 76回年次学術講演会概要集，土木学会，第 III 部門，III-
276，2021-9． 

 
107) 浅野博哉・稲積真哉・三浦俊彦・和知康晴・森下智貴・渡辺和博：安定液内砂粒子沈降に関

する MPS-DEM-CAE 解析と室内カラム試験の比較評価，第 76 回年次学術講演会概要集，土

木学会，第 III 部門，III-277，2021-9． 
 

108) Shi Jiahao・稲積真哉・宍戸賢一：中華人民共和国における鋼矢板技術の現状に関する調査，

第 76回年次学術講演会概要集，土木学会，第 III 部門，III-285，2021-9． 
 

109) 中尾晃揮・山口裕央・星野繁文・永井康暉・稲積真哉：既設マンホールに対する液状化時浮

上対策として加重工法の提案と適用性，第 76回年次学術講演会概要集，土木学会，第 VI 部
門，VI-111，2021-9． 



 
110) Shakya Sudip・稲積真哉・小牧貴大・中西康晴：MPS-CAE analysis on middle-pressure jet grouting 

ground improvement methods，第 76回年次学術講演会概要集，土木学会，国際セッション，CS2-
01，2021-9． 

 
111) 福島一馬・稲積真哉・諸冨鉄之助・照井太一・三浦俊彦・本橋俊之・笹原茂生・宮谷佳雄：薬

液注入工法における薬液の注入条件と浸透範囲に関する浸透流解析，第 56回地盤工学研究発

表会発表論文集，地盤工学会，No. 12-1-4-04，2021-7． 
 

112) 中尾晃揮・稲積真哉・飯田哲夫・菊地 稔・石隈大夢・小松久也：置換式締固め固化改良工

法（SST 工法）の開発と適用事例，第 56回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，No. 
12-1-4-02，2021-7． 
 

113) 諸冨鉄之助・三浦俊彦・照井太一・稲積真哉・本橋俊之・笹原茂生・宮谷佳雄：薬液注入改良

砂からの硫酸イオン溶出挙動評価，第 56回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，No. 
12-5-4-07，2021-7． 
 

114) Chio Chifong・稲積真哉・小林英樹：超微粒子系グラウト材の粘着性に関する浸透性試験・三

軸圧縮試験，第 56回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，No. 13-5-1-03，2021-7． 
 

115) Shakya Sudip・小牧貴大・中西康晴・稲積真哉：MPS-CAE theory for analytical visualization on 
ground improvement methods，第 56回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，No. 13-7-
4-05，2021-7． 
 

116) Shi Jiahao・稲積真哉・桑原秀一：中華人民共和国における既存杭引抜き技術の現状に関する

調査，第 56回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，No. 13-8-4-02，2021-7． 
 

117) 上原知己・稲積真哉・齊田和哉・矢部憲一郎：削孔泥水で満たされた既存杭引抜孔における

埋戻し材の充填性に関する解析的検討，第 56回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，

No. 13-8-4-07，2021-7． 
 

118) 浅野博哉・稲積真哉・三浦俊彦・和知康晴・渡辺和博・森下智貴：掘削安定液内における土

粒子の沈降挙動に関するMPS-DEM連成CAE 解析，第 56回地盤工学研究発表会発表論文集，

地盤工学会，No. 13-8-5-02，2021-7． 
 

119) 桑原秀一・小椋功士・角谷真路・幸田隆弘・濱田聡一郎・藤川芳輝・稲積真哉：MPS-CAE に

よる杭先端チャッキング式既存杭引抜き工法の工程評価，第 55回地盤工学研究発表会発表論

文集，地盤工学会，No. 21-9-1-03，2020-7． 
 

120) 濱田聡一郎・桑原秀一・小椋功士・角谷真路・幸田隆弘・藤川芳輝・稲積真哉：鋼製ケーシン

グの地盤内挿入に伴う既存杭との動的相互作用について，第 55回地盤工学研究発表会発表論

文集，地盤工学会，No. 21-9-1-04，2020-7． 
 

121) 荒尾公三・角田充広・稲積真哉：山岳地における場所打ちコンクリート杭による送電用鉄塔

基礎の施工，第 55回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，No. 22-6-4-06，2020-7． 
 

122) 高植俊彰・田中重明・篠井隆之・稲積真哉：DCS 工法（相対攪拌式深層混合処理工法）によ

る地盤改良技術の解析的性能評価，第 55回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，No. 



22-10-2-02，2020-7． 
 

123) 小牧貴大・中西康晴・二葉大翼・稲積真哉：中圧噴射機械撹拌工法による地盤改良の可視化

と性能評価，第 55回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，No. 22-10-2-03，2020-7． 
 

124) Chio Chifong・稲積真哉・小林英樹：薬液注入工法による改良地盤の沈下量に対する研究，第

55回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，No. 22-10-3-06，2020-7． 
 

125) 岩本遼生・桑原秀一・島田義勝・稲積真哉：既存杭引抜き工におけるケーシング削孔の MPS-
CAEシミュレーション，第 74回年次学術講演会概要集，土木学会，第 III 部門，III-10，2019-
9． 
 

126) 川原知也・桑原秀一・稲積真哉：MPS-CAE によるパワーチャッキング工法の可視的性能評価，

第 74回年次学術講演会概要集，土木学会，第 VI 部門，VI-685，2019-9． 
 

127) 中尾晃揮・大古利勝己・高橋 強・稲積真哉：DEM-CAE による深層混合処理工法のコンピュ

ータシミュレーション，第 54 回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，pp. 733-734，
2019-7． 
 

128) 中尾晃揮・大古利勝己・高橋 強・稲積真哉：相対式攪拌翼による深層混合処理工法の CAE
解析に基づく性能評価，建設施工と建設機械シンポジウム論文集・梗概集，日本建設機械施

工協会，pp. 101-106，2018-11． 
 
129) 桑原秀一・稲積真哉・橋本 功：既存杭引抜きおよび抜き跡地盤埋戻し技術の高度化，建設

施工と建設機械シンポジウム論文集・梗概集，日本建設機械施工協会，pp. 129-134，2018-11． 
 

130) 岩本遼生・新坂孝志・橋本 亮・稲積真哉・江口忠臣：物理分析による廃棄物由来のシリカ

系固化材の硬化メカニズム，第 73 回年次学術講演会概要集，土木学会，第 III 部門，pp. 37-
38，2018-8． 
 

131) 川原知也・桑原秀一・稲積真哉・江口忠臣：既存杭引抜孔の充填材が周辺地盤に与える影響

評価，第 73回年次学術講演会概要集，土木学会，第 III 部門，pp. 255-256，2018-8． 
 

132) 中山義久・藤原照幸・山内 昇・渡辺健治・稲積真哉：均質性確認試験結果と技能試験結果

（中央値）の関係，第 53回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，pp. 89-90，2018-7． 
 
133) 中尾晃揮・共田義夫・重松祐司・江口忠臣・稲積真哉：個別要素法による 3 次元粒状体解析

を用いた流動化処理土の流動性評価，第 53 回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，

pp. 571-572，2018-7． 
 
134) 岩本遼生・稲積真哉・新坂孝志・橋本 亮・江口忠臣：シリカ系混和材と高炉スラグによる

混合固化材の硬化機構に関する物理分析，第 53回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学

会，pp. 673-674，2018-7． 
 
135) 川原知也・稲積真哉・桑原秀一・江口忠臣：既存杭抜跡地盤の埋戻し処理と周辺地盤の沈下

挙動に関する解析的検討，第 53回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，pp. 867-868，
2018-7． 

 



136) 舟橋宗毅・足立有史・木付拓磨・土屋潤一・石丸和宏・稲積真哉：地盤改良工事の動態的な

電流値計測における N値の推定手法の確立，第 53回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工

学会，，pp. 873-874，2018-7． 
 
137) 宗塚一樹・宮本和徹・飯田 努・稲積真哉・常深典雄：場所打ちコンクリート杭における安

定液の性状評価（その１目的と概要），第 53回地盤工学研究発表会発表論文集，地盤工学会，

pp. 1299-1300，2018-7． 
 
138) 伏見和郎・宮本和徹・飯田 努・土本育男・稲積真哉：場所打ちコンクリート杭における安

定液の性状評価（その４高温時期の劣化防止対策），第 53回地盤工学研究発表会発表論文集，

地盤工学会，pp. 1305-1306，2018-7． 
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